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がんが日本人の死亡原因の第 1 位となって久しく、日本人の死因の約 1/3 はがんによる死亡であ

る。しかしながら、このようながんに対して行われてきた既存の治療法の多くは経験的に積み重ね

られ行われてきた治療であり、未だにがん治療成績の大きな改善は得られていない。そのために、

現在、がん治療成績向上を目的として科学的根拠に基づいた効果的ながん治療法の開発が求められ

てきている。また、がん自体やそれに伴う病態は、他の様々な病気と同じように、遺伝子や蛋白、

糖鎖といった分子の異常に基づいて生じている。実際、がんを例に取れば、遺伝子やその産物であ

る蛋白や糖鎖の異常が、発がん、増殖、転移の各ステップにおいて重要な役割を果たしており、現

在も様々な分子異常が報告されつつある。これらの異常分子の特徴や機能を利用した新しいがんの

診断法や、治療への応用が盛んとなっている。このような背景のもと、がん治療において、オーダ

ーメイド医療という語に代表されるような各個人のがんの種類や病態の特徴に応じた医療が進め

られつつある。本研究室では、まず、これまでの基礎研究や臨床研究によって得られた成果を応用

し、科学的根拠に基づいた新しい癌治療法の開発を目的として、全国規模の多施設共同臨床試験や

自主的臨床試験研究の企画を行うとともに積極的に参加を行っている。さらに、新たながんの診断

や治療戦略の開発をめざして、外科手術時などに得られたがん組織を利用してがんにおける分子異

常を探り、それに基づいた translational research を行っている。その具体的プロセスとして、1) 基
礎研究との有機的な共同研究：臨床材料を用いて得られた研究結果と臨床資料との対応、臨床材料

を用いた網羅的遺伝子解析や網羅的ペプチド蛋白解析、糖鎖解析を利用した発がん、増殖、転移に

関わる責任分子の抽出、同定し、治療標的分子を明らかにする。2) 分子異常に基づいた新たな腫

瘍マーカーの開発。3) 抗がん剤や放射線治療の感受性や耐性に関与する分子の探索と分離、同定、

その臨床応用の研究を行っている。 
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武岡奉均、平尾素宏、高見康二、大宮英泰、池永雅一、宮本敦史、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、

辻仲利政 ： 食道癌の食道肺瘻による肺膿瘍に対し開胸ドレナージ施行後に切除しえた 1 例 。 第 
66 回 日本食道学会学術集会 、 群馬 、 2012 年 6 月   
 
松野裕旨、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮本敦史、三嶋秀行、中森正二、

辻仲利政 ： 食道癌に対して R1 または R2 切除となった症例の検討 。 第 66 回 日本食道学会学

術集会 、 群馬 、 2012 年 6 月   
 
浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、

藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 膵頭十二指腸切除術におけるクリニカルパス導入の

意義 。 第 43 回 日本膵臓学会大会 、 山形 、 2012 年 6 月   
 
武岡奉均、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、安井昌義、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 膵頭十二指腸切除後の手術部位感染に関する検討 。 第 43 回 日本膵臓学会大会 、 
山形 、 2012 年 6 月   
 



山岡雄祐、池永雅一、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： HIV 感染症を合併した消化器癌 5 例の検討 。 第 37 回 日本

外科系連合学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 6 月   
 
前山義博、菊池正二郎、竹村雅至、盛本浩二、中森正二、廣田誠一、笹子三津留 ： スキルス胃が

ん浸潤におけるがん関連線維芽細胞の役割 。 第 21 回 日本がん転移学会学術集会・総会 、 広
島 、 2012 年 7 月   
 
平尾素宏、藤谷和正、山本和義、中森正二、三嶋秀行、池永雅一、宮本敦史、安井昌義、浅岡忠史、

辻仲利政 ： 残胃癌外科的切除例の検討 。 第 67 回 日本消化器外科学会総会 、 富山 、 2012 年 
7 月  
  
池永雅一、山岡雄祐、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 ： 高齢者大腸癌手術症例の周術期合併症の検討－ERAS プロトコール実践にむけて－ 。 
第 67 回 日本消化器外科学会総会 、 富山 、 2012 年 7 月   
 
山本和義、藤谷和正、平尾素宏、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、

辻仲利政 ： M/L 領域早期胃癌に対する幽門輪保存胃切除術（PPG）の治療成績 。 第 67 回 日
本消化器外科学会総会 、 富山 、 2012 年 7 月   
 
武岡奉均、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、安井昌義、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 膵頭十二指腸切除術における SSI の危険因子に関する検討 。 第 67 回 日本消化器

外科学会総会 、 富山 、 2012 年 7 月   
 
山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 ： 高齢者大腸癌の臨床病理学的検討 。 第 67 回 日本消化器外科学会総会 、 富山 、 
2012 年 7 月 
   
山下公太郎、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮本敦史、三嶋秀行、中森正

二、辻仲利政 ： 噴切後の食道残胃吻合に起因する狭窄・逆流性食道炎の頻度と残胃吻合部位及び

患者背景因子との関係 。 第 67 回 日本消化器外科学会総会 、 富山 、 2012 年 7 月   
 
安井昌義、三嶋秀行、池永雅一、宮崎道彦、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政  ： StageIV 大腸癌における根治手術・緩和手術の意義 。 第 67 回 日本消化器外科学

会総会 、 富山 、 2012 年 7 月   
 
菊池正二郎、盛本浩二、中森正二、竹村雅至、堀高明、大嶋勉、松本友寛、海邊展明、前山義博、

笹子三津留 ： 胃がん浸潤と腹膜転移におけるがん-がん微小環境の相互作用解析 。 第 67 回 日
本消化器外科学会総会 、 富山 、 2012 年 7 月  
  



浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 当院における単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の現状と問題点 。 第 
6 回 単孔式内視鏡手術研究会 、 札幌 、 2012 年 8 月  
  
前山義博、菊池正二郎、仁和浩貴、盛本浩二、竹村雅至 、中森正二、廣田誠一、笹子三津留  ： 
スキルス胃がん細胞の移動におけるがん関連線維芽細胞の役割 。 第 71 回 日本癌学会学術総会 、 
札幌 、 2012 年 9 月   
 
Kikuchi S,  Maeyama Y, Morimoto K, Niwa H, Matsumoto T, Kaibe N,  Yamashita H,  Oshima T,  
Hori T, Takemura M, Nakamori S, Hirota S, Sasako M.  ： Crosstalk between cancer cells and fibroblasts 
is a poor risk factor of recurrence in gastric cancer patients.   第 71 回 日本癌学会学術総会 、 札幌 、 
2012 年 9 月   
 
山本和義、藤谷和正、平尾素宏、宍戸裕二、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、

中森正二、真能正幸、辻仲利政 ： 胃癌における生検標本切除標本での HER2 発現結果の乖離 。 第 
20 回 日本消化器関連学会週間  第 10 回日本消化器外科学会総会 、 神戸 、 2012 年 10 月   
 
高見康二、大宮英泰、中森正二、安藤性實、木村剛、宮本智、小河原光正、栗山啓子、真能正幸、

辻仲利政 ： イレッサを長期内服後に手術切除を施行した肺腺癌の 1 例 。 第 53 回 日本肺癌学

会総会 、 岡山 、 2012 年 11 月   
 
大宮英泰、高見康二、中森正二、辻仲利政、小河原光正、栗山啓子、真能正幸 ： 腫瘍径 20 ㎜以

下の非小細胞肺癌手術例における術前 FDG-PET に関する検討 。 第 53 回 日本肺癌学会総会 、 
岡山 、 2012 年 11 月   
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、田中玲子、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 急性壊死性筋膜炎

10 例の検討 。 第 67 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 11 月  
  
宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、田中玲子、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 腰椎麻酔下の自動

生検装置による core needle biopsy で診断し得た管外型肛門癌の 4 例 。 第 67 回 日本大腸肛門病

学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 11 月   
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、田中玲子、中森正二、辻仲利政 ： 排便造影の形態学

的有所見における性差についての検討 。 第 67 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 福岡 、 2012 
年 11 月   
 
山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 大腸癌に対して 
Bevacizumab 投与中に消化管穿孔を来した 3 症例 。 第 67 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 福
岡 、 2012 年 11 月   
 



池永雅一、三嶋秀行、安井昌義、宮崎道彦、中森正二、辻仲利政 ： ERAS わかっているけど、始

められない 。 第 67 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 11 月   
 
山岡雄祐、池永雅一、宮本敦史、武岡奉均、原田百合奈、山本和義、浅岡忠史、宮崎道彦、池田正

孝、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、関本貢嗣 ： 腹会陰式直腸切断術術後の会陰創の治癒遅延と

関連する因子について 。 第 25 回 日本外科感染症学会総会学術集会 、 千葉 、 2012 年 11 月   
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、武岡奉均、山岡雄祐、山本和義、池永雅一、宮崎道

彦、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、関本貢嗣 ： 肝切除症例の創閉鎖における真皮縫合に関する

検討 。 第 25 回 日本外科感染症学会総会学術集会 、 千葉 、 2012 年 11 月   
 
浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 当院における単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の手術手技と成績 。 第 
74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
山下雅史、浅岡忠史、宮本敦史、中森正二 ： 子宮体癌術後、十二指腸転移に対して膵頭十二指腸

切除術を施行し切除し得た 1 例 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
松野裕旨、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、池永雅一、大宮英泰、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、高見康二、中森正二、辻仲利政 ： 虫垂に発生した炎症性偽腫瘍の 1 例 。 第 74 回 日
本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
池永雅一、山岡雄祐、安井昌義、三嶋秀行、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 高齢者大腸癌手術症例の術前・術後合併症－年齢細分化による

検討－ 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、山本和義、浅岡忠史、大宮英泰、宮本敦史、平尾素宏、

高見康二、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 当院での大腸癌手術症例の時代変遷 。 第 74 回 日
本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
宍戸裕二、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、

宮崎道彦、高見康二、中森正二、辻仲利政 ： 胃癌術後の合併症発生に関連する因子および E-PASS 
の有用性の検討 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、山村順、安井昌義、増田慎三、大宮英泰、

池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、辻仲利政 ： 総腸間膜症を合併した下部胆

管癌の一切除例 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 



松井浩史、大宮英泰、高見康二、三嶋秀行、伴建二、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、

池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 卵巣顆粒膜細胞腫肺転移の一切除例 。 第 
74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
武岡奉均、大宮英泰、高見康二、増田慎三、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、池永雅一、宮本敦史、

宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、辻仲利政、児玉良典 ： 肺炎症性筋線維芽細胞腫瘍の

1 切除例 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
田口裕紀子、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素

宏、藤谷和正、辻仲利政 ： 胆嚢癌、膵体尾部癌術後に異時発生し、無治療で長期生存している膵

癌の一例 。 第 74 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月   
 
浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、宮崎道彦、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 ： 当院における単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の現状と問題点 。 第 25 回 日本内視鏡外

科学会総会 、 横浜 、 2012 年 12 月   
 
平尾素宏、藤谷和正、山本和義、中森正二、池田正孝、池永雅一、宮本敦史、浅岡忠史、関本貢嗣、

辻仲利政 ： 上部消化管手術周術期の持続的経皮的血糖値モニタリングの試み 。 第 85 回 日本

胃癌学会総会 、 大阪 、 2013 年 2 月   
 
山本和義、藤谷和正、平尾素宏、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、中森正二、

関本貢嗣 ： 噴門側胃切除術後の再建法 空腸パウチ再建 VS 食道残胃吻合 。 第 85 回 日本胃

癌学会総会 、 大阪 、 2013 年 2 月   
 
山岡雄祐、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、

中森正二、辻仲利政、関本貢嗣 ： 胃全摘術後の腸腰筋・脊柱起立筋量の変化 。 第 85 回 日本

胃癌学会総会 、 大阪 、 2013 年 2 月   
 
山本和義、藤谷和正、平尾素宏、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、中森正二、

真能正幸、関本貢嗣 ： HER2 陽性高度進行胃癌に対するトラスツズマブを用いた化学療法ののち

根治切除が行えた 3 例 。 第 85 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2013 年 2 月   
 
宍戸裕二、山本和義、藤谷和正、平尾素宏、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、

中森正二、関本貢嗣 ： ERAS 胃切除クリニカルパスの評価と課題 。 第 85 回 日本胃癌学会総会 、 
大阪 、 2013 年 2 月   
 
田口裕紀子、山本和義、藤谷和正、平尾素宏、宍戸裕二、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、池田正

孝、中森正二、関本貢嗣 ： 当院における胃癌手術当日離床の試み 。 第 85 回 日本胃癌学会総

会 、 大阪 、 2013 年 2 月   
 



松井浩史、平尾素宏、山本和義、藤谷和正、浅岡忠史、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、池田正孝、

髙見康二、中森正二、関本貢嗣、須原均、高橋俊樹、坂口大起 ： 感染症心内膜炎に合併した上腸

間膜動脈瘤の 1 切徐例 。 第 49 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2013 年 3 月   
 
松野裕旨、平尾素宏、山本和義、藤谷和正、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、

中森正二、関本貢嗣 ： 緊急手術により救命できた医原性食道穿孔の 2 例 。 第 49 回 日本腹部

救急医学会総会 、 福岡 、 2013 年 3 月   
 
宍戸裕二、池永雅一、池田正孝、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、中森正二、関本貢嗣 ： 遺残虫垂炎に対して腹腔鏡下回盲部切除術を施行した 1 例 。 第 
49 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2013 年 3 月   
 
山岡雄祐、池田正孝、池永雅一、宮崎道彦、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、

中森正二、関本貢嗣 ： 癒着により腹腔鏡では診断困難であった竹串の誤嚥による回腸穿通の一例 。 
第 49 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2013 年 3 月   
 
山本和義、藤谷和正、平尾素宏、長谷川祐子、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正

孝、中森正二、真能正幸、関本貢嗣 ： トラスツズマブを用いた化学療法ののち根治切除が行えた

HER2 陽性進行胃癌 3 症例の検討 。 第 99 回 日本消化器病学会総会 、 鹿児島 、 2013 年 3 月   
 
森永友紀子、児玉良典、森 清、濱野 剛、安村良男、池田善彦、真能正幸：心アミロイドーシス

を契機に発見された家族性アミロイドポリニューロパチーの一剖検例。第 101回日本病理学会総会、

東京、2012 年 4 月 
 
竹田真未、嶋谷泰明、吉川耕平、溝上泰司、木下幸保、渡久地政茂、真能正幸：血液培養陽性ボト

ルから直接同定・感受性測定への試み。第 66 回国立病院総合医学会、神戸、2012 年 11 月 
 
吉川耕平、溝上泰司、竹田真未、嶋谷泰明、木下幸保、渡久地政茂、真能正幸：糞便中の ESBL 産

生菌の検出状況。第 66 回国立病院総合医学会、神戸、2012 年 11 月 
 
嶋谷泰明、溝上泰司、吉川耕平、竹田真未、木下幸保、渡久地政茂、真能正幸：当院における過去

6 年間の血液培養の推移。第 66 回国立病院総合医学会、神戸、2012 年 11 月 
 
吉川耕平、木下幸保、真能正幸：糞便中の ESBL 産生菌の検出状況。第 59 回日本臨床検査医学会

学術集会、京都、2012 年 12 月 
 
吉川耕平、嶋谷泰明、竹田真未、木下幸保、浦 敏郎：糞便中のメタロ-β-ラクタマーゼ産生腸内細

菌属の検出状況。第 24 回日本臨床微生物学会総会、横浜、2013 年 2 月 
 
嶋谷泰明、吉川耕平、竹田真未、木下幸保、浦 敏郎：自動染色装置 POLY STAINER の基礎的検討。



第 24 回日本臨床微生物学会総会、横浜、2013 年 2 月 
 
角永茂樹，上田孝文，竹中 聡，大島和也，濱田健一郎，城山 晋，橋本伸之，中 紀文，名井 陽，

久田原郁夫，荒木信人，青木康彰，吉川秀樹．表在性骨肉腫の治療成績．第 45 回日整会骨・軟部

腫瘍学術集会，東京，2012 年 7 月 
 
宮本敦史、中森正二、辻江正徳、浅岡忠史、八十島宏行、山本和義、山村順、安井昌義、増田慎三、

大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 ： 肝切除

症例における ERAS プロトコルの実践とアウトカムの評価 。 第 112 回 日本外科学会定期学術集

会 、 千葉 、 2012 年 4 月 
 
宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 ： 大腸癌肝転移症例における肝切除前化学療法の安全性と効果 。 第 24 回 
日本肝胆膵外科学会・学術集会 、 大阪 、 2012 年 5 月 
 
宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 ： 高齢者膵癌症例に対する膵切除術の適応に関する検討 。 第 43 回 日本

膵臓学会大会 、 山形 、 2012 年 6 月 
 
宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 ： 術前化学療法施行後の肝切除の安全性-大腸癌肝転移症例における検討 。 
第 20 回 日本消化器関連学会週間  第 10 回日本消化器外科学会総会 、 神戸 、 2012 年 10 月 
 
宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 ： 大腸癌肝転移症例に対する化学療法後肝切除の安全性に関する検討 。 第 
50 回 日本癌治療学会学術集会 、 横浜 、 2012 年 10 月 
 
宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 ： 肝切除症例における ERAS の概念を取り入れた周術期管理 。 第 74 回 日
本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月 
 
山岡雄祐、山村 順、八十島宏行、水谷麻紀子、増田慎三、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、宮本

敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻

仲利政：乳房腫脹を呈した肋骨骨折に伴う胸壁膿瘍の一例。第 191 回近畿外科学会、大阪、2012
年 5 月 
 
山村 順、増田慎三、八十島宏行、水谷麻紀子、児玉良典、真能正幸、中森正二、辻仲利政：トリ

プルネガティブ乳癌において肥満が術前化学療法の効果と有害事象に及ぼす影響。第 20 回日本乳

癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 



水谷麻紀子、増田慎三、八十島宏行、苅田真子、山村 順、児玉良典、真能正幸、中森正二、辻仲

利政：HER2 陽性乳癌における術前化学療法の臨床学的意義-成果と課題-。第 20 回日本乳癌学会学

術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
八十島宏行、増田慎三、山村 順、水谷麻紀子、細川知紗、金澤 達、真能正幸、児玉良典、中森

正二、辻仲利政：HER2 陽性乳癌における術前化学療法後 pCR 予測に MRI は有効か。第 20 回日本

乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
井本 滋、愛甲 孝、神野浩光、武井寛幸、津川浩一郎、津田 均、増田慎三、元村和由、坂本純

一、北島正樹：センチネルリン節生検の臨床的意義-Sentinel Node Navigation Surgery(SNNS)研究会

からの報告。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
大住省三、岩瀬拓士、稲治英生、佐藤信昭、増田慎三、西村令喜、向井博文：乳癌肺単独転移症例

の外科的切除成績-多施設後ろ向き調査結果-。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
野澤佳子、大島 彰、徳永えり子、増田慎三、四方文子、北野敦子、福内 敦、大野真司：45 歳以

下の患者における乳房再建術に対する意識と現状。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年

6 月 
 
高橋 都、大島 彰、増田慎三、四方文子、北野敦子、徳永えり子、福内 敦、大野真司：若年乳

がん患者の就労変化と支援ニーズ-多施設質問紙調査の結果から。第 20 回日本乳癌学会学術総会、

熊本、2012 年 6 月 
 
高田正泰、杉本昌弘、大野真司、黒井克昌、佐藤伸昭、坂東裕子、増田慎三、岩田広治、近藤正英、

笹野公伸、稲本 俊、内藤泰宏、富田 勝、戸井雅和：データマイニングを用いた新しい術前化学

療法の治療効果予測モデルの開発。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
四方文子、増田慎三、水谷麻紀子、大島 彰、徳永えり子、北野敦子、高橋 都、福内 敦、野澤

佳子、大野真司：若年性乳がん患者の情報収集方法とニーズ。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊

本、2012 年 6 月 
 
西田幸弘、富永修盛、増田慎三、鶴谷純司、佐藤太郎、川上尚人、岡本 勇、森本 卓、山口正秀、

松並展輝、新井貴志、坂本純一、中山貴寛、中川和彦：アンスラまたはタキサン耐性の HER2 陽性

乳癌に対する CPT-11+trastuzumab 併用療法における feasibility trial。第 20 回日本乳癌学会学術総会、

熊本、2012 年 6 月 
 
長谷川善枝、藤澤知巳、大谷彰一郎、中村力也、坂井威彦、増田慎三、遠山竜也、柏葉匡寛、山口

拓洋、向井博文、岩田広治：NEOS(N-SAS BC06) ：レトロゾール(LET)による術前内分泌療法の中

間解析結果。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 



佐藤史顕、王 智鵬、上野貴之、妙本 陽、滝澤聡子、増田慎三、三上芳喜、清水一治、辻本豪三、

戸井雅和：microRNA 発現プロファイルにより HER２陽性乳癌に対する Trastuzumab 感受性予測法

の開発。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
加藤あい、増田慎三、槙原克也、上野裕之、山内一恭、本田芳久、四方文子、八十島宏行、水谷麻

紀子、山村 順、小森勝也：ドセタキセルの副作用予防に対する前日からのステロイド服用の効果。

第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
江波亜希子、増田慎三、山村 順、八十島宏行、水谷麻紀子、正岡美幸、高田聖子、黒田博美、江

原 愛、四方文子、上田純子、加藤あい、槙原克也、上野裕之：乳癌 DTX 療法と過敏症の発症に

関する検討＝過敏症に対する投与方法の工夫。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
中山貴寛、神垣俊二、安井大介、吉留克英、菰池佳史、森本 卓、野村 孝、松並展輝、一ノ瀬庸、

増田慎三：進行・再発乳癌に対するタキサン系抗癌剤とトレミフェン 120mg 併用療法の検討

（KMBOG0612)。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
金澤麻衣子、増田慎三、黒井克昌、阿部恭子、戸井雅和：通院化学療法を受ける乳がん患者へのリ

スクマネジメントに関する現状と課題。第 20 回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012 年 6 月 
 
ItoY, Masuda N, Iwata H, Mukai H, Horiguchi J, Tokuda Y, Kuroi K, Iwase H, Inaji H, Ohsumi S, Nakayama 
T, Ohno S, Sahmoud T, Ohno N, Noguchi S. BOLERO-2 ; A Rndomized Phase III Study Of Everolimus In 
Combination With Exemestane:Results Of The Japanese Subgroup Analys. 第10回日本臨床腫瘍学会学術

総会、大阪、2012 年 7 月 
 
高田正泰、杉本昌弘、黒井克昌、大野真司、佐藤伸昭、坂東裕子、増田慎三、岩田広治、近藤正英、

笹野公伸、稲本 俊、内藤泰宏、Dong-Young N, 冨田 勝、戸井雅和：乳癌の臨床アウトカムを

予測する数理モデル開発におけるデータマイニング手法の有用性の検討。第 10 回日本臨床腫瘍学

会学術総会、大阪、2012 年 7 月 
 
山村 順、増田慎三、八十島宏行、水谷麻紀子、児玉良典、真能正幸、中森正二、辻仲利政：トリ

プルネガティブ（TN)乳癌において肥満が術前化学療法の効果と有害事象に及ぼす影響。第 10 回日

本臨床腫瘍学会学術総会、大阪、2012 年 7 月 
 
八十島宏行、増田慎三、山村 順、水谷麻紀子、田口裕紀子、四方文子、江並亜希子、槙原克也、

加藤あい、児玉良典、真能正幸、中森正二、辻仲利政：HER2 陽性乳癌における術前

Docetaxel+Carboplatin+Trastuzumab(TCbH)療法の評価。第 50 回日本癌治療学会学術集会、横浜、2012
年 10 月 
 
佐藤一彦、雷 哲明、福間英祐、檜垣健二、水谷三浩、大崎昭彦、高野利美、徳田 裕、鈴木正人、

増田慎三、佐伯俊昭：乳癌患者における補助化学療法中の好中球減少症に対する FSK0808。第 50



回日本癌治療学会学術集会、横浜、2012 年 10 月 
 
加藤あい、槙原克也、廣畑和弘、山内一恭、八十島宏行、水谷麻紀子、山村 順、増田慎三、小森

勝也：進行再発乳癌への bevacizumab・paclitaxel 併用療法の使用経験～安全性の観点から～。第 50
回日本癌治療学会学術集会、横浜、2012 年 10 月 
 
竹中聡、橋本伸之、名井 陽、荒木信人、城山 晋、濱田健一郎、大島和也、角永茂樹、青木康彰、

上田孝文、久田原 郁夫、小畠秀人、中 紀文、吉川秀樹: Ewing 肉腫ファミリー腫瘍の治療成績。

第 45 回 日本整形外科学会 骨軟部腫瘍学術集会、東京、2012 年 7 月 
 
小出周二、青野博之、角永茂樹、久田原 郁夫、上田孝文：腰椎硬膜外に発生した primary amyloidoma
により馬尾症状を呈した１例。第 45 回 日本整形外科学会 骨軟部腫瘍学術集会、東京、2012 年

7 月 
 
木村剛、小河原光正、笠井大介、上平朝子、白阪琢磨：クォンティフェロン TB-2G 測定結果の検

討。 第 86 回日本感染症学会総会、長崎、2012 年 4 月 
 
尾池真理、井出恭子、上田純子、齋藤明音、道川綾加、里見絵理子、青野奈々、高居千幸、渡辺真

弓：A 急性期病院におけるがん患者が緩和医療目的に転院された患者の実態。 
第 17 回日本緩和医療学会学術大会、神戸、2012 年 6 月 
 
青野奈々、里見絵理子、上田純子、尾池真理、松山和代、廣常秀人、辻仲利政：終末期における化

学療法についての検討。 第 17 回日本緩和医療学会学術大会、神戸、2012 年 6 月 
 
里見絵理子, 青野奈々, 上田純子, 尾池真理, 松山和代, 道川綾加, 斎藤明音, 井出恭子, 山路和弘, 
廣常秀人, 辻仲利政：超高齢者緩和ケアについて～急性期病院緩和ケアチーム介入超高齢者例をふ

りかえって～。第 17 回日本緩和医療学会学術大会、神戸、2012 年 6 月 
 
濵卓至, 池永昌之, 川島正裕, 梶山徹, 里見絵理子, 山崎圭一, 松岡弘道, 柏木雄次郎：早期からの緩

和ケアの実践に対する障壁となっているものは何か？〜アンケート調査結果からの検討〜。第 17
回日本緩和医療学会学術大会、神戸、2012 年 6 月 
 
齊藤明音, 道川綾加, 上田純子, 尾池真理, 青野奈々, 里見絵理子, 廣常秀人, 福井好枝, 渡

津千代子：看護実践に困難を感じる終末期がん患者の対応を経験した看護師の心理的影響。第 17
回日本緩和医療学会学術大会、神戸、2012 年 6 月 
 
井出恭子, 上田純子, 尾池真理, 斎藤明音, 松川佐和子, 渡津千代子, 里見絵理子, 青野

奈々：A 病棟における Palliative Care Conference での認定看護師の役割の検討-病棟看護師の認識実

態調査から-。第 66 回国立病院総合医学会、神戸、2012 年 11 月  
 



長谷川裕子、藤谷和正、平尾素宏、中水流正一、山本和義、三田英治、辻仲利政：切除不能進行・

再発食道癌における予後因子解析。第 66 回 日本食道学会学術集会、長野県、2012 年 6 月 
 
長谷川裕子、藤谷和正、平尾素宏、中水流正一、三田英治、辻仲利政：切除不能進行・再発胃癌症

例の三次治療における予後因子解析。第 10 回 日本臨床腫瘍学会学術集会、大阪、2012 年 7 月 
 
長谷川裕子、藤谷和正、平尾素宏、中水流正一、山本和義、岩崎竜一朗、岩崎哲也、榊原祐子、由

雄敏之、石田永、三田英治、辻仲利政：胃癌腹膜転移症例における化学療法レジメン変更のタイミ

ングの意義。第 50 回 日本癌治療学会学術集会、横浜、2012 年 10 月 
 
B-5 
上田孝文：特別講演「軟部腫瘍の診断の要点とピットフォール」．第 8 回なにわ皮膚腫瘍・皮膚疾

患勉強会，大阪，2012 年 4 月 
 
上田孝文：特別講演「骨・軟部腫瘍の診断におけるポイントとピットフォール」．第 8 回兵庫医科

大学整形外科セミナー，尼崎，2012 年 4 月 
 
上田孝文：特別講演「正しい骨・軟部腫瘍診断のためのコツ」．第 19 回東北地区骨軟部腫瘍研究会，

盛岡，2012 年 10 月 
 
上田孝文：教育講演「骨・軟部腫瘍に対する手術療法の変遷－30 年の経験を振り返って－」．第 1
回三重骨軟部腫瘍研究会，津，2013 年 3 月 
 
増田慎三：KMBOG について。Sakura Breast Cancer Consortium、福岡、2012 年 4 月 
 
増田慎三：転移・再発乳癌の Evidence と Clinical  Question。第 3 回 Bevacizumab 乳癌 Conference、
大阪、2012 年 4 月 
 
増田慎三：日常診療における臨床試験の位置づけ。Astra Zeneca Education TV Seminar for Breast 
Cancer、大阪、2012 年 4 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略～真のベネフィットとは～。Meet the expert in 進
行・再発乳癌、福井、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌におけるアバスチンのポジショニング。第 4 回信州がん薬物療法研究会、

長野、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。Avastin Breast Cancer Meeting in Sapporo、札幌、

2012 年 5 月 
 



増田慎三：指導者研修会講師。第 10 回マンモグラフィ読影指導者研修会、大阪、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Breast  Cancer Conference in Osaka、大阪、

2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。高知県乳癌研究会学術講演会、高知、2012
年 5 月 
 
増田慎三：講師。第 27 回マンモグラフィ講習会、名古屋、2012 年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Avastin on Breast Cancer in 県央、諫早、2012
年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Breast Cancer Seminar、福岡、2012 年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。乳がん Expert Meeting、鹿児島、2012 年 7 月 
 
増田慎三：乳癌最新レポート-ASCO, JBCS から-。第 5 回 Osaka Breast Cancer Board、大阪、2012 年

7 月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。ランマーク新発売講演会、岡山、2012 年 7 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌の対する新たな治療戦略。乳癌 Expert Meeting in 白山、石川、2012 年

7 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望」。乳癌治療カンファレ

ンス、筑波、2012 年 7 月 
 
増田慎三：Session1 ASCO2012 Review。第 10 回 Kansai Breast Cancer Expert Conference、大阪、2012
年 7 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略 2012。第 27 回進行・再発乳癌勉強会、岡山、2012 年 8
月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移療法。第 52 回阪南乳腺疾患研究会、大阪、2012 年 8 月 
 
増田慎三：講師。第 24 回マンモグラフィ講習会、名古屋、2012 年 8 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。AVASTIN 適正使用カンファランス、徳島、

2012 年 8 月 



増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 51 回地域医療症例検討会、西宮、2012 年 8 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略 Bevacizumab 療法の現状と展望。紀和ブレストセンター

Oncology Seminar、和歌山、2012 年 8 月 
 
増田慎三：HER２陽性乳癌に対する術後薬物療法(座談会報告）。乳癌化学療法講演会、大阪、2012
年 9 月 
 
増田慎三：ASCO/乳癌学会 Topics 大阪医療センターにおける(個別化治療を意識した)乳癌診療の

現状と展望。関東・甲信越 Breast Cancer workshop、東京、2012 年 9 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。多摩乳がん分子標的治療シンポジウム、東京、

2012 年 10 月 
 
増田慎三：乳がん治療の最前線～一人ひとりに適した乳がん治療とは～。がん予防キャンペーン大

阪 2012、大阪、2012 年 10 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望。Chugai Breast Cancer 
Consensus Conference in Niigata、新潟、2012 年 10 月 
 
増田慎三：HER2 陽性高齢者乳がんに対する治療戦略。HER2 陽性高齢者乳がんの治療を考える会 

in HANSHIN、大阪、2012 年 10 月 
 
増田慎三：再発 HER2 陰性乳がんにおけるアバスチンの役割。Breast Cancer Expert Meeting、福岡、

2012 年 11 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対するアバスチンの治療戦略。Avastin in Breast Cancer  戦略討論会、

東京、2012 年 11 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望。Kyoto Breast Cancer  
Forum 2012、京都、2012 年 11 月 
 
増田慎三：我が国における進行再発乳癌の治療戦略を考える～ABC1 からのメッセージ。第 10 回日

本乳腺学会近畿地方会、大阪、2012 年 11 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌のホルモン治療と骨転移のマネジメント。第 9 回日本乳腺学会関東地方

会、埼玉、2012 年 12 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略～真のベネフィットとは～. 
アバスチン MBC Expert Meeting、富山、2012 年 12 月 



増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Brevacizumab 療法の現状と展望-。乳がん学術集会、和

歌山、2012 年 12 月 
 
増田慎三：HER2 陽性乳癌の今後の展望。Small lecture meeting、大阪、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。Halaven Meet the Expert in AKITA（第一報）、

秋田、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 23 日 
 
増田慎三：進行・再発乳癌治療における Bevacizumab の効果。Meet The Expert on Breast Cancer、長

崎、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 30 日 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 31 日 
 
増田慎三：HER２陽性転移再発乳癌へのアプローチ－現状と展望－。HER２陽性 転移再発乳癌 

座談会、東京、2013 年 2 月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 8 回奈良県がん化学療法を考える会、奈良、2013
年 2 月 
 
増田慎三：2012 サンアントニオ乳がんシンポジウム トピックス。SANOFI ONCOLOGY 乳が

ん WEB カンファレンス、東京、2013 年 2 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。ハラヴェン講演会 発売 1 周年記念講演

会、京都、2013 年 2 月 
 
増田慎三：ホルモン陽性乳癌～最新情報と今後の展望。第 3 回 Osaka Area Breast Network 研究会、

大阪、2013 年 2 月 
 
増田慎三：乳がん治療における血管新生阻害剤。中外 e セミナー on breast cancer、大阪、2013 年

3 月 
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松井浩史、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、池永雅一、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、関本貢嗣、

中森正二 ： 当院で経験した膵腺房細胞癌の 2 例 。 第 192 回 近畿外科学会 、 大阪 、 2012 年 
11 月 
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、平尾素

宏、藤谷和正、関本貢嗣 ： 総腸間膜症を合併した下部胆管癌に対して膵頭十二指腸切除術を施行

した一例 。 第 192 回 近畿外科学会 、 大阪 、 2012 年 11 月 
 
宍戸裕二、山本和義、平尾素宏、藤谷和正、八十島宏行、水谷麻紀子、浅岡忠史、山村順、安井昌

義、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲

利政 ： 胃横行結腸瘻を合併した胃悪性リンパ腫の 1 切除例 。 第 585 回 大阪外科集談会 、 大
阪 、 2012 年 1 月 
 
三賀森学、辻江正徳、浅岡忠史、宮本敦史、中森正二、辻仲利政 ： 膵管拡張によって見いだされ

た膵体部腫瘍に対して膵分節切除を施行した 1例 。 第 11 回 阪神膵臓外科研究会 、 大阪 、 2012 
年 2 月 
 
宮崎道彦、田中玲子、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 「肛門手術歴は

Defecography の形態学的有所見に影響するのか？」 。 第 93 回 近畿肛門疾患懇談会 、 大阪 、 
2012 年 2 月 
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 完全直腸脱に対する経腹的 Stapling 
rectopexy 。 第 94 回 近畿肛門疾患懇談会 、 大阪 、 2012 年 6 月 
 
山岡雄祐、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、八十島宏之、水谷麻紀子、浅岡忠史、山村順、安井昌

義、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、高見康二、中森正二、森永友紀子、児

玉良典、真能正幸、辻仲利政 ： 乳糜を内容物とした後腹膜腫瘍を切除した一例 。 第 588 回 大
阪外科集談会 、 大阪 、 2012 年 7 月 
 
松井浩史、平尾素宏、山本和義、藤谷和正、須原均、高橋俊樹、坂口大起、浅岡忠史、宮本敦史、

大宮英泰、池永雅一、池田正孝、高見康二、中森正二、関本貢嗣 ： 上腸間膜動脈瘤の 1 切除例 。 
第 589 回 大阪外科集談会 、 大阪 、 2012 年 9 月 
 
田口裕紀子、宮本敦史、浅岡忠史、中森正二、中水流正一、三田英治、児玉良典、真能正幸 ： 胆
嚢癌、膵体尾部癌術後に発生し、無治療で長期生存している膵鈎部癌の一例 。 第 61 回 近畿膵

疾患談話会 、 大阪 、 2012 年 9 月 
 
浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、

池田正孝、中森正二、関本貢嗣 ： 当院における単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の手術手技と成績 。 第 
25 回 近畿内視鏡外科研究会 、 京都 、 2012 年 9 月 



武岡奉均、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素宏、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政、関本貢嗣 ： 腹腔鏡下大腸手術における Body mass index(BMI)及
び体組成因子の測定の意義 。 第 25 回 近畿内視鏡外科研究会 、 京都 、 2012 年 9 月 
 
福田泰也、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、池永雅一、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、

関本貢嗣 ： 浸潤性膵管癌根治切除術後の残膵癌に対して膵切除を行った一例 。 第 18 回 膵癌

治療を考える会 、 大阪 、 2012 年 10 月 
 
宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、田中玲子、辻仲利政 ： 嵌頓痔核の臨床的

検討 。 第 95 回 近畿肛門疾患懇談会 、 大阪 、 2012 年 11 月 
 
松井浩史、大宮英泰、高見康二、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、関本貢嗣、小河原光正、栗山啓

子、児玉良典 ： CPFE 合併同時多発肺癌を含む 6 重複癌の 1 例 。 第 97 回 日本肺癌学会関西支

部会 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
宮崎道彦、田中玲子、池永雅一、池田正孝、中森正二、関本貢嗣 ： HIV 陽性者肛門疾患に対する

外科治療 161 例の検討 。 第 96 回 近畿肛門疾患懇談会 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
福田泰也、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、

関本貢嗣、中森正二 ： 膵粘液性嚢胞腫瘍術後後腹膜局所再発に対して外科的切除を行った一例 。 
第 12 回 阪神膵臓外科研究会 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
美代有史、江平清隆、岡田都史、山本 賢、山中 淳、奈須正人、河野 明、田中恒二、渡久地政

茂、真能正幸：Cockcroft-Gault の推算式による Ccr 値と 24H-Ccr 値との相関性について。第 39 回国

臨協近畿支部定期総会、大阪、2012 年 6 月 
 
宮本 直，角永茂樹，久田原郁夫，上田孝文，小西英一，森 清，児玉良典，眞能正幸：踵部軟部

腫瘍の 1 例．第 133 回関西骨軟部腫瘍研究会，大阪，2012 年 11 月 
 
福田泰也、増田慎三、八十島宏行、水谷麻紀子、山村順、田口裕紀子、児玉良典、真能正幸、山本

和義、浅岡忠史、大宮英康、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、平尾素弘、高見康二、藤

谷和正、中森正二、関本貢嗣：乳癌術前薬物療法前センチネルリンパ節生検の取り組み。第 590 回

大阪外科集談会、大阪、2012 年 11 月 
 
田口裕紀子、増田慎三 、大宮英泰 、八十島宏行、水谷麻紀子、山村 順、高見康二 、関本貢嗣 、
中森正二 、児玉良典、眞能正幸：根治手術が施行できた HER2 陽性の肺転移症例の経験。第 10 回

日本乳腺学会近畿地方会、大阪、2012 年 11 月 
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上田孝文：GSK プレスカンファレンス「悪性軟部腫瘍の治療最前線：希少がんである悪性軟部腫瘍



の現状および新薬の登場について」．東京，2013 年 1 月 
 
山村順：JO22998 試験 症例報告。RO5304021 成績報告会、東京、2012 年 10 月 
 
増田慎三：CLEOPATRA 試験 成績報告 試験成績に関する検討。CLEOPATRA 試験 成績報告会、

東京、2013 年 2 月 
 
増田慎三：HER2 陽性乳癌の治療と Afatinib に期待される位置づけ。Afatinib LUX-Breast 1（1200.75）
治験説明会、東京、2013 年 3 月 
 
小河原光正、木村剛，松野裕旨，高見康二，大宮英泰，矢嶋敬史郎，白阪琢磨，児玉良典，眞能正

幸：長期間 ART 未導入の HIV 感染者に偶然発見された肺内結節が 5 ヶ月の経過で軽度増大し，手

術により単発性線維性腫瘍(solitary fibrous tumor; SFT)と診断された一症例。市民公開講座第 14 回白

馬シンポジウム in 京都、京都、2012 年 6 月 
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中森正二 ： がんの外科的な治療 。平成 24 年度東京大学薬学系大学院講義「クリニカルサイエン

ス特論」 、 東京 、 2012 年 7 月 
 
里見絵理子：骨転移による疼痛の緩和～鎮痛薬の使い方～。第 1 回骨転移治療研究会、大阪、2012
年 9 月 
 
里見絵理子：急性期病院における緩和ケア病棟との連携。大阪緩和ケア地域連携カンファレンス 

2012 年 11 月 大阪  
 
里見絵理子：緩和医療における消化器症状のマネジメント～嘔気・嘔吐、腹部膨満～。協和会千里

中央病院定期講演会、大阪、2012 年 12 月 
 
里見絵理子：消化器症状。松下記念病院緩和ケア研修会、大阪、2012 年 9 月  
 
里見絵理子：がん疼痛の評価と治療。松下記念病院緩和ケア研修会 2012 年 9 月 大阪 
 
里見絵理子：がん疼痛の評価と治療。八尾市民病院緩和ケア研修会、2012 年 10 月、大阪 
 
里見絵理子：地域連携と治療・療養の場。大阪市立大学病院緩和ケア研修会 2013 年 1 月 大阪 
 
里見絵理子：ロールプレイのスキル。日本緩和医療学会主催第 21 回緩和ケア基本教育のための指

導者研修会 2012 年 7 月 船橋 
 
里見絵理子：緩和ケアおよび精神腫瘍学の基本教育に関する指導者研修会。日本緩和医療学会主催



第 22 回緩和ケア基本教育のための指導者研修会 2012 年 9 月 大阪 
 
里見絵理子：双方向性講義の教育・実践。国立がん研究センター主催平成 24 年度緩和ケア基本教

育のための都道府県指導者研修会 2012 年 11 月 船橋 
 
里見絵理子：教育の実践。日本緩和医療学会主催第 23 回緩和ケア基本教育のための指導者研修会 

2013 年 2 月 大阪 
 
里見絵理子：院内の患者・家族向けに緩和ケアを効果的に普及するための方策とは？ 大阪府緩和

ケアチーム研修会 2013 年 3 月 大阪 
 
B-9 
上田孝文：悪性軟部腫瘍（軟部肉腫）治療薬 Pazopanib（商品名：ヴォトリエント）について．ラ

ジオ NIKKEI・DI アワー，大阪，2013 年 1 月 
 


